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1.緒 言

家蠶に於ける眠性の遺傳に關 しては二つの異れる説がある。一つは小倉博士の唱ふる単因子

説(ノ32,ノ33)で,他 は中村技師(ノ32)の 主張する 二対同義因子説である。田中博士は前二者

に先じて(!16)眠 性遺傳は単因子 としては説明 し難 く,多数 同義因子によるものならんと推定



された。小倉博士の単因子説 を主張する有力なる根腺は眠性因子.T㍉T4及 びT5が 肉色繭因

子Fと 連關をなす(ノ31)所 か ら出た ものである。而 して同博士は此の単因子 の外に更に変更

因子の存在をも推定 された。中村技師はこ因子(3眠=A,B。4眠==A',B'。5眠=A",B")

を假定 して眠性を量的に説明された 。筆者が田中教授 より眠性の研究を命ぜられたの も,斯 く

眠性の遺傳に關 して異れる二読が存するか らである。

筆者は第1報 に於て昆蟲 の眠性なるものは少くも二種のホルモン因子の支配を受けることを

記 した 。そ して叉眠性が変化 し易い理由をも記載 した 。家蚕に於ける眠性遺傳 も筆者の實験結

果から此の相拮抗的に働 く二因子と,そ れを左右する変更因子との存在によつて説明される。

併 し夫によつて小倉博士の発見 された眠性因子 と肉色繭因子 との聯關を否定するものでない 。

二種の因子の内,変 態 ホルモン因子が肉色繭因子と聯關をしてゐるとすれば家慧に於ける眠性

の遺傳は説明 し得る。

叉眠性は品種的に共の眠性頓値を異に し,或 系統では普通遺傅の如 く分離するも,或 系統で

は全然異つた分離 をする。然 も,そ れは田中博士(ノ16)も 實験 されてゐる様に後代に於て其の

複雑性を増加する。これ も眠性因子が多因子的で後代に於ては各因子 の種々紅合せを生じ,旦

っ夫等は少 しの環境 の変化 にも支配され易いからであると思ふ。

本研究に當 り多大の便宣 を輿へられ且つ材料の提供と校閲の勢を執られた田中義麿教授 に葬

んで謝意を表する。尚種々懇篤なる御敏示を黍うしたる小倉博士に感謝の意を捧 ぐ。

II.材 料 及 び 方 法

1.材 料 総て田中教授 が系統飼育をして居 られるものを用ひ,各 形質につい て固定 した も

のである。今供試品種の特性を示せぱ第1表 の如 くである。

第1表 供 試 品 種 の 特 性

眠 性 使用記號 九大童室記號 系 統 幼鍛形質 繭 色 繭 形

3眠

4眠

5眠

3m!1151朝 鮮在來種 黒縞黄血 淡 金 黄 淡 俵 形
、

3m'2P31朝 群在來種 姫 白 血 線 紡 綾 形

3m,3115不 明 姫 黄 血 淡 金 黄 淡 俵 形

4m/1P22日 本 種 形 白 血 純 白 俵 形

4m/2P21日 本 種 姫 白 血 純 白 俵 形

41n,3002支 欧 交 雑 姫 黄 血 金 黄 楴圓稽総

5m/1t31支 那 種 姫 白 血 純 白 俵 形



2.方 法 眠性を論ずるには脱皮回数の観察が最 も重要である。それ故3眠,4眠 及び5眠'

を分離する時は嚴重に区分 した。5眠 が3眠 及び4眠 と区別され始めろ時期は既に2眠 の時か

らである(飼 育温度約26。C)。 そ して5眠蚕 の5眠 する時は3眠蚕 は未だ3眠 に入らず從つ

て容易に区別がつ く,叉4眠蚕 とも可域差を生ずる。5眠蚕 が4眠 する時は4眠 鍾との区 別は

殆ど確定的 となる。3眠 と4眠 との区 別 も4眠蚕 が2眠 する頃 より始まり,4眠蚕 が3眠 する

時は殆ど区別 される。

似 上は普通の場合であって勿論例外 もある。例へば4眠 と5眠 とを分離する時でぢ4眠 迄は

同じ経過 で來て区別のつかぬこともある。この傾向は後代即ちF、 よりF、sF、 よりF3に 於

て著 しい。從つて筆者は総て一蛾区 より分離する幼蟲が営繭 し始める迄飼育 した。

皿.実験 結 果

品種によつて遺傳の分離様式が異 ることは既に述べた。茲には3眠蚕 の因子価値 の強弱によ

つて實験結果を二部 に分けて報告する。第1部 には因子価値 の強)・3眠(3m/2)と4眠 及び

5眠 との交雑結果並に 斗眠 と5眠 との交雑結果を,第2部 には因子慣値の弱い4眠(3m!4及

び3m/1)と4眠 及び5眠 との交雑結果を記載する。

実験結 果1

A)3眠蚕 ×4眠蚕

1・ 交 雑 結 果

供 試 材 料
311民茎茎3m/2

4眠蚕4m'1,斗m,2,斗m/3

第2表F16・ ・v7月 飼 育

'　 齢

類 蛾区 番 號 親3・ 眠4眠 計
篭

響一一 一一一『一一一一 一「 一一一一 一

3823m113m12×4m/12560256

3823m12"1780178

A3824m44m/1×3m/2量460546

3824m5"5760576
'i

言十155601556



3823m133m,2x4m,21940194

3823m14"2340234

B3824m、134m'2×3m'25270527

3824m14"4090409

言†136401364

1

3823m153m,2×4m/32530253

3823m16"1980198

C3824m224m'3×3m'246710467

3824m23〃51410514

計 、4321。 、432
1

第2表 の如 くF、 は全部3眠 となつた 。

第3表F2ユ)8-9月 飼 育

實 頭 数 理 論 比(3:1)
　 コし 　 しコ　コ　へ　 　 　 へ

蛾区番號 親3眠4眠 計3眠4眠dδd/δ

3833m13823m122397631523679土3±7・690・39

3833m2"2547833224983±5±6.830.73

3834m13824m52056527020367土2±7.120.28

3834m2"2528834025585±3±6.910.43

言十9503071257943314±7±13.300.53

1)誤 差 の計算は公式 δ=±/輌 による。偏差dは 誤差の値の3倍 迄を許容範囲 とする。

第3表 に示す如 くF、 は3眠 と4眠 とを各蛾区3:1に 分 離 した 。

第4表Fp,(第3表 の3眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠 計

3843m13833m12580258

3843m2"1890189

3843m3"2230223

3843m4"12840168

言十79840838

F、か らの3眠 相互のF3は 第4表 の如 く,3蛾区 は3眠 のみであつたが1蛾区 は4眠 を分

離 した。



第5表F3(第3表 の4眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠 計

3843m53833m10215215

3843m6"0328328

言十 〇543543

F、か らの4眠 相互のF3は 第5表 の如 く,総 て4眠 であつた 。

次に3眠 と4眠 とのF,に4眠 を戻交雑 した結果は第6表 の如 く3眠 と4眠 とを総て賂1:1

に分離 した。

第6表 戻 交 雑F,×4眠 及 び 其 の反 交8～9月 飼 育

實 頸 数 理 論 比(1:1)　 　 ロ
蛾区番號 親3眠 ・4眠 計3眠4眠dδd!δ

3833m4F,×4m/196117213106.5106.5±10.5±7.301.37

3833m64m'1×F,229278507253.5253.5士24.5±11.262.16

3834m6"231241472236.0236.0士5.0±11.850.42

言十5566361192596.0596.0±40.0±12.213.28

更に3眠 と4眠 とのF、 に5眠 を交雑 して見た 。その結果は 第7表 に示す。5蛾区 は3眠 と

4眠 とを1:3に 分離 したが,1蛾 顧は1:2に 分離 した。

第7表Fl×5眠 及 び 共 の 反 交

實 頭 薮 理 論 比(1:3及 び1:2)
/一 一一一一!㌔ 一一一一}h＼ 一・t-L-"一'一"v-一 一 一一'一 一 一x

類 蛾区 番號 親3眠4眠 計3眠4眠dδd/δ

3833ml・2F・ ×5m'17129636792275±19
.±&302・29.

3833m13"6321828170211士7土7.260.96

A3833m145m,1×Fl6321527870208±7±7.220.97

3834m12Fユ ×5m,169203272682q4±1±7.140.14

3834m135m/1×Fl5518423960179±5±6.690.75

び

養†321111614373591078±38±16.412.32

B3833m155m/1×F1106195301100201±6士8.180.73

2・ 因 子 的 解 読

眠性因子は少くも脱皮 ホルモン 因子と変態ホルモン因子との 二種が存在すること及び之等

因子は相拮抗的に働 くことは既に第1報 に於て記載 した。而 して筆者も小倉博士及び中村技師

と同様眠性形質は量的に取扱ふを安當と考へる。併 し前二者が主として 量的に取扱つたのに



反 し,筆 者は更に質的に も取扱ひたい。即ち脱皮並に変態両 ホルモン因子は反対の方向に作用

する。今假に変態ホルモン因子を変態に關 して正の方向,脱 皮ホルモン因子を負の方向に働 く

とする。

之に基き変態ホルモン因子をM3,M4及 びM5,腕 皮 ホルモン因子をE3,E4及 びE5と し夫

等の因子価値 を次の如 く定める。

且つ第1圖 の如 く因子価値 が60以 下の時 は5眠,60以 上100以 下 の時は4眠,100以 上 の時

は3眠,60±5及 び100±5の 時は眠形質不安定 とする 。

第1圖 各 種 眠 性 形 質 の価値

第8表3眠 及び4眠 の因子価値 並に其のF]及 びF2の 因子価値

種 釧 因 子 障 値 瞬 形 則個体 比区
_一 一 一 一,一 『 一▼▼

3m'2M3M3E3E31703眠 一 一

親{
4m,1M`M辱E婁E藍804眠 一 一

●
,

FlM3M4E3E41253眠,一 一{I
M3M3E3E31703眠1イ

M3M3E3E県1653眠2ロ

M3M3E墨E墨1603眠1ハ

M3M4E3E31303眠2二

F2M3ME3E塾1253眠4ホ

M3M蔓E4E41203眠2へ

M藍M4E3E3904眠1ト

MM`E3E`854眠2チ

M4M4E墨E4804眠1り



第8表 よ りF,は3眠,F、 は3眠 と4眠 とを3:1に 分 離 し實験 と一致 する 。F、 か らの3眠

相 互のF,は(イ)(ロ)(ハ)の 各組合せ及び夫等 と(雲)(ホ)(へ)と の交雑 は総て3眠 と

な り,(二)(ホ)(へ)の 各組合壷 は 次代 に3眠 と4眠 とを3:1に 分 離す る。F、 か らの4眠

相互 のF3は(ト)(チ)(リ)の 敦れ を交 雑 して も4眠 とな り,之 等 は絡 て實験 と一致 した 。

第9表 戻 交 雑 及 びF,×5眠 の 因 子価値

'
種 釧 因 子 障 側 眠 形 剰個体 比

M3M蔓E3E4125・3眠1

M3M藍E4E愚1203眠1

戻 交 雑M藍ME3B904眠1

M4MBE肇804.眠1

M3M5E3E51103眠1

M3M5E4E5105不 安 定1

F1×5眠

M4M5E3E5704眠1

M4M㍉E婁E565不 安 定1

第9表 の如 く戻交雑でば3眠 と4眠 との理論比は1:1で 實験と一致する。F・×5眠 の=場

合は5蛾区 が3眠 と4眠 とを1=3に 分離 し1蛾区 が1:2に 分離 した 。・理論比は3眠 と4眠

とは夫々1で 不安定形質 は2で ある。それ故不安定形質は上記5蛾区 に於ては共に4眠 にな

つた もの と考へられる。併 し因子慣値105の ものが 夏期の高温飼育のために4眠 になつた と

假定すれば,因 子価値65の ものは5眠 しなければ ならない。それに も拘 らず 實験比は 大体

1:3を 示した。これは変更因子の存在を假定 しなければ説明し難い。

B)4眠蚕x5眠蚕

1.交 雑 結 果

供 試 材 料
4眠蚕4mt1,4m,2,4m/3

5眠蚕5m,1



第10表4眠 ×5眠6～7月 飼 育

〔 一一

類 蛾 医 番 號 親4眠5眠 計ρ
3824㎡84m,1×5m/14850485

3824m9"5310531 .
3825m75m,1×4m/15130513A

3825m8"5600560

計208902089

3824m174m'2×5m/14350435 ●1
3824m18"4480448

3825m95m'1×4m/23110311B

3825m10"3440 .344●
言」卜 、153801538

fi

3824m264m,3×5m,16000600
,

} 3824m27"5240524
3825m115m,1×4m/34320432C

3825m12"4480448

言†200402004

ノー一 一 一冒 一一"一 一 一一一 一 一 一 噂 一-　 ㎜

4眠 と5眠 との交雑結果F,は 第10表 の如 く全部4眠 であつた。

第11表F28・ 》9月 飼 育

蛾 医 番 號

3834m73824m26

3834m8"

3835m13825m11

3835m26〃

計

實 頭 数 理 論 比(3:1)
一 一 一一

親4眠5眠 計4眠5眠dδd!δ

382115497373124±9±9.650.93

380113493370123±10±9.611.04

302102404303101±1=ヒ8.700.11

2567933525184士5士7.930.63

132040917291297432」=23士18.011.28

F、 は第11表 の 如 く総 て3:1に 分 離 した 。



第12表F3(第11表 の4眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親4眠5眠 計

3844m13834m72850285

3844m2"3780378

3844m3"3720372

言†'103501035

E個体 の4眠 相互のF3は 第12表 の如 く全部4眠 となつた。

第13表F,3(第11表 の5眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親4眠5眠 計

3844m43834m783365448

3844m5〃0420420

3844m6"0369369

F・ か らの5眠ma-Evaatる 聯1灘 ・く2蛾 は51U"・BF・bDferd・,他 の1蛾 は4'眠

を少 し分離 した 。

次に4眠 と5眠 とのF,に5眠 を戻交雑 した結果は第14表 の如 く全部1:1に 分離 した。

第14表 戻 交雑F1×5眠 及 び其 の反 交8～9月 飼 育

實 頭 数 理 論 比(1:1)
/一一'一/一 一一一

蛾区番號 親4眠5眠 計4眠5眠d'δd!δ

3834m9F,×5m/1225216441220.5220.5士4.5±10。500.43

3834m10"230245475237.5237.5±7.5±10.900.69

3834m115m/1×Fl958618190,590.5土4.5±6.730.67

3835m2F1×5m'1253219472236.0236.0±17.0士10.861.57

3835m3"214233447223.5223.5士9.5±10.570.90

3835m45m!1×F1192222414207.0207.0士15.0±10.171.47

3835m5"122136258129.0129.0● ±7.0士8.030.87

言十1331135726881344.01344.0±13.0±25.920.50

註3834m9,4m10,4m11は3824m26よ り,3835m2,5m3,5m4,5m5は3825m11よ り由 來 す 。

更に4眠 と5眠 とのFrに4眠 を配 したる結果は第15表 の如 く総て4眠 であつた 。



第15表.F、 ×4眠 及 び 其 の 反 交8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3834m14F1×4m,3(3824m26)04240424

3834m15"04260426

3834m164m'3×F1(3824m26)05010501

3834m17"04400440

3835mllF1×4m/3(3825m11)04830483

3835m12"04680468

3835m134m'3×F1(3825m11)01860186

言tO272802728

第16表 第15表 の4眠 次 代10月 飼 育

蛾区 番 號 親4眠5眠 計

3844m73834m143180318

3844m8"353108461

3844m9"4120412

3844m10"38112393

第16表 に於て3844m8は3眠 と5眠 とを略3:1の 比 に分 離 し,他 の3844m10は5

眠 を少 し分 離 し,残 り2蛾区 は4眠 の みであつた 。

第17表F,×3眠 及 び 其 の 反 交8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 訂

3834m19F,×3m,2(3824m26)51100511

3834m203m'2×F1(3824m26)13200132

3834m21"13600136

3835m14Fl×3m,2(3825m11)46500465

3835m15"45700457

3835m163m/2×F1(3825m11)19900199

3835m17"16100161

言十2061002061

4眠 と5眠 とのFzに3眠 を配 したる結果は第17表 の如 く全部3眠 となつた。



第18表 第17表 の3眠 次 代10月 飼 育

蛾 医 番 號 親3眠4眠5眠 計

3845m13835m15198590257

3845m2"132468186

3845m3"2312918278

3845m4"118430161

第18表 では3蛾区 は3眠 と4眠 とを3:1に 分離 し,そ の内1蛾区(3845m2)の み5眠

を分離 した 。他の1蛾区(3845m3)は4眠 と5眠 とを少し宛分離 した。

2.因 子 的 解 論

4m,3の 系統は後で判る様に4m/1の 系統に比 し因子価値 が高Vb。 從つて鼓では変態ホル

モン因子が共の価値 を異にしてゐるとする。然 る時は第19表 よりF、 は4眠,F、 は4眠 形質

12,不 安定形質3,5眠 形質1で4眠 と5眠 との分離比311に しては5眠 形質が過少の傾向を

見る。併 し乍ら實験比 も5眠 形質梢少く理論比 と大区 一致する。

第19表4眠 及び5眠 の因子価値 並にそのF1及 びF,の 因子価値

種 類i因 子 障 側 眠 形 質1個体 比 陣
一『 曽

4m/3M4'M4/E4E墨944眠 一 一

5m'1M5M5E5E5505眠 一 一

FlM墨'M5E4E5724眠 一 一

一一
M`!M,E4E4944眠1イ

MVM4/E4E5894眠2ロ

M荏'M'E5E5844眠1ハ

M4/M5E些E4774眠2轟9
F2M`ノM5E婁E5724眠4ホ

M4!M5E5E5674眠2,へ

M5M5E4E460不 安 定1ト

M5M5E4E555不 安 定2チ

M5M5E5E5505眠1り

F、 か らの4眠 相互 のF、 は(イ)(ロ)(ハ)の 各組合せ 及び夫 等 と(二),(ホ)'(へ)(ト)

(チ)と の交雑が4眠 とな り,(嵩)(ホ)(へ)(ト)(チ)の 各組合せ は 次代 に4眠 と5眠 とを種 々



の 比に分 離す る。實験結果 は全部4眠 であつたが 之は飼育蛾数 の少い た めであ らう。又F、 か

らの5眠 の 因子型は第19表 の如 くG・)(チ)(リ)が 考へ られ る 。そ して其の各組合せ は(1)

(ト)×(ト),(2)(ト)×(チ),(3)(D×(リ),(4)(チ)×(チ),(5)(チ)×(り)及 び(6)

(リ)x(リ)で あ る。この 内,(6)は5眠 とな るが(1),(2),(3),(4)及 び(5)は 環 境に よ り

異 るが 多少4眠 を分離す る。之實験 と一致 す る所であ る。

第20表 戻交雑及びF,×4眠 の因子価値

種 剰 因 子 障 剣 眠形剰個体 比陣

M`,M5E4E5724眠1

'Ml/M5E5E5674眠1

戻 交 雑

理5M5E婁E555不 安 定1

M5M5E5E5505眠1

M4/M4,E`E4944眠1イ

M}ノM/E⊆E5894眠1ロ

F1×4眠

M4'M5E4B774眠1ハ

M4'M5E蔓E5724眠1昌

第20表 の如 く戻交雑は4眠 形質2,不 安定形質1,5眠 形質1で あるが此の不安定形質が5

眠になれば其の分離比は1:1と なる。F、×4眠 の次代は総て4眠 となるが 因子価値 の異る

4眠 が4種 ある故,此 の4眠 の次代に於ては(イ)の個体 の組合 さるる総ての場合及び(ロ)×

(n),(ロ)×(ハ)の 場合は全部4眠 とな り,(ロ)×(昌),(ハ)×(ハ),(ハ)X(二)の 場合

は多少5眠 を分離 し,(二)×(二)の 場合は4眠 と5眠 とを略3:1の 比に分離する。實験 も大睦

之 と一致 してゐる。

次に4眠 と5眠 とのF、 に3眠 を配する時は第21表 の如 く全部3眠 となる。而 して其の配

第21表F1×3眠 の 因 子価値

種 類 因 子価値 眠 形 質個体 比'類



偶子形成は第22表 の如 くな り,その次代 は4種 の種々組合せを生ずる。それは第23表 の如 く

である。之等は大体實験と一致する。

第22表 第21表 に於ける3眠 の配偶子形成

個体1234

イM7'E3(85)M3E4(80)M4'E3(52)M4'E塾(47)

ロM3E3(85)M3E5(75)Ml'E3(52)M`ノE5(42)

ハM3E3(85)M3E4k80)MsE3(35)M5El(30)

aMlE3(85⊃.M3E・9(75)M5E3(35)M5E5(25)

第23表 第22表 に 於 け ろ 各個体 の 組 合 ぜ

組 合 ぜ 完全3眠 完 全4眠 完 全5眠 眠 形 質 不 安 定

(イ)x(イ)12102(99),1(104)

(イ)x(ロ).12201(97),1(104)

(イ)×(ノ 、)12400

(イ)x(n)11401(105)

(ロ)x(ロ)12301(104)

(ロ)x(ノs)11401(105)

(ロ)×(4)11401(100)

(Pt)×(ノ 、)12102(65),i(60う

(ノー)×ぐ昌)1110圭(芝983;圭E§ 含3

(a)x(二)10112(100),2(60)

註 眠形質不安定の項の措弧内は因子償値

C)S眠蚕 ×511民 猛

1.交 難.糸lf果

イ共li式 材'*斗

3眠蚕3m!2

511民 獄5mll

第24表3眠 ×5眠6・-7月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3823m173m/2×5m/126200262

3823m'18"33000330

3825m35mノ]×3m/249900499

3825m4"54300543

言}・1634001634

第24表 の如 くF、 は総て3眠 であつた 。



第25表F2(第24表 の3眠 次代)8～9月 飼 育

箕 頭 数3眠4眠5眠
一 一 一 一'一 一 一…一一'一 一 一一

蛾区番號 親3眠4眠5眠 計 理論比 理論dδd/δ 理論dad/δ 理 論dδd/δ鍛数 数

3833m73823m1716275612989:4:3167-5±8.560.58750土7.47056十5±6.740.74

3833m8"166332021912:2:2164十2±6.410.3127十5士4.891.0227-7±4.891.43

3835m63825m4178471524012:3:1180-2=ヒ6.710.3045十2±6.050.33150±3,750

3835m7〃14347918812:3:1141十2士5・940.3435十1士5.350.1912-3±3.320.90

3835m9〃214362431511:4:1216-2土8。230.2479-2士7.690.2620十4土4.300.93

言†863268129126011:3:2866-3士16.450.18236十32=ヒ13.852.31158・-29士11.742.47

F、は第25表 の如 く両因子雑種比の変形と見られる様な分離を示したので,今 迄と違つて偏

差及び誤差の最 も少い様な分離比を求め,假 に理論比 とした。

第26表F3(第25表 の3眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3843m73833m715300153

3843m8"23600236

實十38900389

F、からの3眠 相互の次代は第26表 の様に総て3眠 であつた 。

第27表F.9(粥25表 の4眠 次代)10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3844m93833m703130313

3844m10"1822195406

第27表 の 如 くF、 か らの4眠 相五の次代 は1蛾区 が4眠 の みで,他 の1蛾 斑 は3眠 と4眠 と

を略1:1に 分 離 し,外 に5眠 を少 し分 離 した 。

第28表 庚 交 雑Fz×5眠 及 び 其 の 反 交8～9月 飼 育

實 豆頁 婁女3眠4i眠.5i眠

蛾区番號 親 謡 厩5血 計 理論比郵 論 詮痛d・a!・ 翻dノ ・d庵
数数 数

3833mgF1×5m!1861381353591:1.6:1.589-3±8.210.37135十3±9。170.331350土9.170

3833m10"811131653591:1.2:1.889-8±8.210.97108十5±8.680.58162十3±9.430.32

3833m115m/1×F,68108832591:1.7:L365十3±6.970.43110-2土7.960.2584-1士7.540.13

3835m8Fi×5m'187971283121.2:1.2:1.694-7士8,090.8794+3±8.090.37124十4士8.650.46

3835m105m/1×F15384782151:1.5:1.5530±6.35081十3±7.100.4281-3±7.100.42

計37554058915041:1.4:1.6376-1土16.790.06526十14士18.500.76602-13±19.900.65
る

註3833m9,3m10,3m11は3823m11よ り,3835m8,5m10は3S25m4よ り由 來 す 。



第28表 も實際の分離比を基礎 として誤差を求めた 。3眠,4眠 及び5眠 を分離 したが3眠 が

一番少 く4眠 及び5眠 は大体等 しかつた。

2・ 因 子 的 解 論

第29表3眠 及び5眠 の因子価値 並に其のF1及 びF,・の因子価値

一裕 幽貯 咽 埠
子 瞬 値 睡 形 質 梱 艘 比 隙

_一 一 幽一 一 一一一-一 一 π 一 一 幽… 皿'

3m'2;M3M3E3E31703眠 一 一

1

5m/1'M5M5E5E5505眠 一 一

:

F1醗M「E{E51103眠 一 一

翻 ・謄i、7。3眠1レ
}

M霧M:零E3E51603眠2ロ

醗M3E～E5 、1503眠1iハ 1.
M3M5E3E31203眠2i二 l

F、M・M・ 肥11031眠4塚

I
M3M5E5E～100不 安 定2・1へ

M5M5E3E3704眠1ト

M5M5E3E560不 安 定2{チ …
醗 醗 冊505眠1P

一 脚 胃

第29表 に示す如 くF、 は全部3眠 とな り,F、 は3眠10,4眠1,5眠1,眠 形 質不安定

(3眠 ≦ 。4眠)2及 び(4眠=5眠)2で 大区 實験 と一致 する 。而 して之は 眠性が二=因

子的遺傳 をする ことを実証 してゐ る。

F、 か らの3H民 相互 の次代 は(イ),(・)及 び(ハ)の 各組合 せは3眠 を生 じ,夫 等 と(二)

(ホ)及 び(へ)と の交配 は殆 ど3眠 であるが 時に4眠 を分 離する ことも考 へ られ る 。叉(二)

(ホ)及 び(へ)の 各組合 せは3眠 及び4眠 を分離 するが 或蛾区 では5眠 を も分 離 し極 めて複

雑 とな る。交雑結果 は2蛾 しか な く,何 れ も3眠 となつたが此の外に種 々の分離 を示 すであ ら

うことは他 の研究者が認 めてゐ る 。叉F、 か らの4眠 相互の次代 は(1)(へ)×(へ),(2)(へ)

×(1・),(3)(へ)×(チ),(4)(1・)×(ト),(5)(1・)×(チ),(6)(チ)×(チ)の6種 を生

じ,(1)及 び(3)は3眠}4眠 及び5眠 を分離 し,'(2)は3眠 及び4眠 を略1:1に 分 離す る外

に多少の5眠 を分離 し,(4)は 全部4眠,(5)は 大部分4眠 で多少5眠 を分離 し,(6)は4眠 及

び5眠 を分離する。實験の2蛾区 は(2)と(4)の 場合であらう。



第30表 戻 交 雑 の 因 子価値

種 類 因 子 償 値 眠 形 質個体 比

F1×5m,1

M3M5E3E「'1103眠1

M・3M「'E「'E5100不 安 定1

M5MSE3ES60不 安 定1

M5MSESE5505眠1

第30表 の理論比は實験値3眠,4眠 及び5眠 が略1:1・4・1・6に現れた成績 と大約一致する・

實 験 結 果II

實験結果1と 異 り極めて複雑に して其の説明 も二因子のみでは説明のつかぬ黒liも多い。從つ

て眠性遺傳の説明 には此の外に変更因子の存在を假定せねばならぬ。

A)31民 慧(特)×4騒 民聾護

1・交 雑 結 果

供 試 材 料
3眠蚕3m/1,3m/3

4眠蚕4m/1,4m/2,4m/3

第31表3目 民(特)×41眠6～7月 飼 育

類 蛾区 番 號 親3眠4眠 計

3823m23m/1×4m/127152323

3823m3・,'20444248

3824m24m/1×3m,12962298A

3824m3"5120512

言十1283961381

3823m43m/1×4m!22890289 ●
3823m5"29102911

B3824m114mノ ρ ×3m'14560456

3824m12"3860・386

言卜143201432



3823m63m/1×4m,33140314

3823m7"3540354

C3824m204m/3×3m/14920492

3824m2】."4880488一
言f164801648

「一　　 一一一「 一 層 一一 「,-一 一

3823m203m'3x41n,13082310

3823m21`"'3220322

A3824m64m'1×3m'336238400

38241117.噂"39420414

言十_1386601446

3823m223m13x4m,22993302

9

3823m23"3062308,
3824m154m!2×3m,3376037611B

3824m16"4550455

「,一「剛

言f143651441 ρ
3823m243m/3×4m/33760376

3823n125"3340334

3824m244m/3x3m/33500350C

38241γ125"5460546

-一
言卜160601606

第31表 の,1類 は3m!1に3種 の4眠蚕 を 交配 した る 結果 である。之 に よれ ば3m!1に

4m!1を 交 配 した場合 のみ4ii民 を分離 した 。從って3眠 にな る 張 さは4m,1が4m!2及 び

4m/3よ り弱)・こ とを知 る 。II類 は3m/3た3種 の4眠蚕 を配 した場合 で3m/3に4m'1

を交 配 した時 は 勿論,4m!2を 交配 して も少 し4眠 を分 離 した 。これ によ り3種 の4眠蚕 は

4m/3>4m!2>4m/1の 順 序 に3眠 の程度が 強いこ とが考 へ られ る 。

叉4m!1及 び4m!2を 基 礎 と して3眠蚕 の強 さを考へ る と3m/1が3m!3よ り強い 。

叉實験結果1で 述べた様 に3m/2は4m,1及 び4m!2に 配 して もF,に は4眠 を分離 しな

い 。從つて3眠蚕 の強 さは3m/2>3m!1>3m,3の 順 序である 。



第32表F2(第31表 の3眠 次代)8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親 實 験 比3眠4眠 計

3833m163823m201:550266316

3833m17"1.2:1222185407

3834m223824m71:651304355

3834m23"3:118668254

F,個体 の3眠 相互 の次代 は 第32表 の如 く1蛾区 は3眠 と4眠 とを3・1に 分 離 したが他 は

種 々の分離比 を示 した 。

第33表F,(第31表 の4眠 次代)8--9月 飼 育

蛾区 番 號 親 .實 験 比3眠4眠 計

3834m243824m71:1125278303

3834m25"1:1125280305

第33表 は敦れ も4眠 の外に3眠 を少し分離 した 。

第34表F2(第31表 の3眠 と4眠 との交配)8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親 實 験 比3眠4眠 計

3833m184眠 ×3眠1:33896134

3834m263眠 ×4眠1:1220225445

3834m274眠 ×3眠1:564297361

註3833m18は3823m20よ り,他 の2蛾 庭 は3824m7よ り由來 す 。

第 ρ4表では1蛾区 は3i眠 と4眠 とを1=1に 分離 したが他の2蛾区 は3眠 が遙かに少い。

2・因子 的 解 説

今3m/3は 因子的に異なる債猿を有するとする。即ち,

とすれ ば,M3M3!E3/E3ノ=150と な る。

然 る時は此の個体 が作 る組合せは次の3種 となる。

第35表3m/3が 作 る個体 の 因 子価値

種 類

3m!3

因 子 償 値 眠 形 質個体 比 類

M3M3E7"E3t180311民1イ

M'3M3/E3/E?ノ1503眠2ロ

MYMgyE;'E3/1203眠1ハ



囚に此の3m!3の 系統 は使 用前迄一卜厳蛾 の洒i合育 を して 系統保 存 を して來た 。從つて斯 る

慣値の異 なる因子 を有 してゐた ことは不思議でない 。而 して藻 者 は春期 の飼育 には3m/3の

系 統 は2蛾 の 混合 育 を した 。實験結果 よ り推定 すれば 此の2蛾 の内1蛾 は 第35表 の(・ ・)×

(ハ)で 他の1蛾 は(イ)×(ハ)か,(ロ)×(ロ)か1(ロ)×(ハ)で あつた ら しい 。

第36表 戻 交 雑 の 因 子価値

種 類 因 子価 値 眠 形 質個体 比 類

(イ)×4m,1M3MlEvE4120.3眠 一一一一a

(ロ)×4m/1

(ハ)×4m/1

M3MSE3,E41203眠1a

Ml'MlE3!E4100不 安 定1b

MiYMIE:'7E4100不 安 定 一b

F、 は第36表 の如 く(ロ)×4眠 及び(ハ)×4眠 の 時 に4眠 を少 し分 離 したのであ ら う'。

之等 は大体実験 と一致 する6

第37表F2個体 の 因 子価値

1.(a)x(a)2・(a)x(b)3・(b)×(b)

因 副 囎 陣 質陣 比 因 子 備 眠瀕i廻 些 因 副 館 眠瀕 陣 比

M・M・E・!E・!↑18。3眠}1M・M・'E・ ノE・!15。3眠 ・M・M・E・'脚2。3眠1
11

M・M・E・!E・}17・3眠12M3M・E3'E4・4・3眠 ・M3/M3/E"B・1・3眠2

11

M3M皇E里U1603眠ilM3M甚E"E3'1403眠1M"M£'E4E4100不 安 定1

MIME;ノE}ノ1403眠2M3M甚E3!E41303眠1MシM4Eε!El;ノ1103眠 、2

MlM番El!El1303眠4醗M3/EツE41403眠1M3'M壬E3!B100不 安 定4

MζM各ElE41203眠2M3M3'E{E婁1303眠1MシM蔓E4E聾904眠 盆

:

MIME/E洲100不 安 定11M;M些E3!E委1303眠1M4M↓E3/E3/100不 安 定1
ト1

「

MIM1ジ ・E・i904眠2M・M・E・E・1203眠1M4M4E・ ノE4904眠2

M4ME4E等804眠1MンME3/El,1103眠1M専M妥E墨E4804眠1

-一[一 一 一…M,M・E・ ノE・ 、。。 鞍 定1・

MM4E駆E3/100不 安定1
`

M婁M甚E3/E唖904眠1

MツM}E"E4100不 安 定1

M3!M4E4E↓'904眠1

M垂M4E3'E4904眠1

M茎M藍E4E4804眠1
'



實 際に得 られた3眠 相五 のF、 の3眠 と4眠 との3:1な る分離比 は第37表 の(1)の 場 合で,

1・2:1な る分 離比は(2ノ 或 は(3)の 場 合 に匹敵 し,1:5或 は1,:6に 分 離 したの は(3)の 場

合 であ らう。

F、個体 か らの4眠 相五のF、 は恐 ら く4眠 は第36表 のbの 如 き場合 であ らうか ら策37表 の

(3)の 如 き分離 となる。併 し實 際は理 論化に比 し3眠 が少 な過 ぎる。茲に 於て眠性 は脱皮並 に

変態両 ホル モ ン因子 を主因子 と し,更 に之 を左右 する変 更因子の存在が考へ られ るわけであ る。

F,個体 の3眠 と4眠 との 次代F、 は1蛾区 が3眠 と4眠 とを111,他 はil3或 は1・5に

分離 した 。これ は第37表 の(2)叉 は(3)の 如 き場合 であ ら う。

第38表 戻 交 雑 の 因 子 便 値

1.F1(第36表 のa)x4mi12.F,(第36表 のb)x4mt1
　 　 ロへ 　 　 へ
固 子価値 眠形質個体 比 因 子 償 値 眠形質個体 比

M・3M,EstE41303眠1M・YM壬EstEe100不 安 定1

M3M蛋E蔓E`1203眠1MYM4EるEt904眠1

M蛋MiEYEi904眠1MGM墨EYE,904眠1

M4M`E毒E4804眠1M妥M曇E喜El804眠,1

戻交雑に於ける 實験結果は3il民 と4眼 とを1:1に 分離 したのは1蛾 で 他の3蛾 は3眠 を

少 ししか分離 しなかつた。却 ち第38表 の(2)の 如 き組合せが多かつたもの と推定 され る。更

にさかのぼつて考へるとF、個体 はa型 よりもb型 の方が 多く存在 してゐたことが推測 され

る。之筆者が 既に記 した如 く3m/3の 系統の春期2蛾 混合育は少くとも1蛾 はb型 を含む

(ハ)×(ハ)の 交配だ らうことを推定 した所以である。之は亦次の實験か らも實諮 された 。

B)3眠蚕(特)×5眠蚕

1・ 交 雑 結 果

供 試 材 料
3眠蚕3m'3

5i肛!嘘獄5m/1

第39表3眠x5眠6～7月 飼 育

蛾 庵 番 號 親 賀 験 比3眠4眠5眠 計

3823m263m/3x5m!1-1:1.6761200196

3823m27"1:1・.2921740266

3825m55m'1×3m/31:1.12402610501

3825m6"1:1.71813080499

言†1:1.558986801452



第39表 の如 くF,は3眠 と4眠 とを平均1:L5の 比 に分離 した 。

第40表F2(第39表 の3眠 次 代)8～9月 飼 育

實 頭 数3眠4眠b眠
一 一 一'一 一 一 一

蛾区番號 親3眠4眠5眠 計 理論比 理論dδd!δ 理論dδd/δ 理論dδd/δ数 数 数

3833m213823m2715231713171:11:420-5±4.311.16218十13±8.251.5879-8±7.611.05

3833m22"16252823501:11:422-6士4.531.32241十11士8.671.2787-5士8.100.62

3835m183825m617154492201:11:414十3士3.590.84151十3±6.870.4455-6±6.420.93

3835m19"8205642801:11:417閣 鴫9士4.052.22193十12士7.761.5570-3±7.250.41

言L卜5684226911671:11:473-17±8.272.06802十40±15.832.53292-23±14.791.56

F、は第40表 の如 く4蛾区 共例外なく3眠 と4眠 と5眠 とを分離 し,然 も両因子雑種比の変

形を示 した。

第41表F2(第39表 の4眠 次 代)8～9月 飼 青

實 頭 敵3眠 ・4眠5眠

蛾略 號 親数 漁 蜘 比……蘇 「∵ 諭 δ痛 丁 論/δ 瀟 τ〆一s:一"ld>,!δ
数数 数

3833m233823m27133851225201:11:432-19士5.423.51358十27=ヒ10.572.55130-8±9.870.81

3833m24"153711074931:11:431-16±5.372.98339十32±10.293.111231-16=ヒ9.511.68

3835m203835m6373051114531:11:428-9±5,151.75312-7=ヒ9.860.71113-2±9.120,22

3835m21"262961104321:11:427-1土5.030.20297-1士9.630.10108十2.士9.000,22

冒十91135745018981:11三41181●27=ヒ10.552.561305十52±20.192.58475-●25=ヒ18.861.33

第41表 は第40表 と全 く同じ分離比を示 した。これからしてF,の3眠 も4眠 も同じ因子型

であつた ことを知る。

第42表F2(第39表 の3眠 と4眠 との 交配)8紺9月 飼 育

實 頭 数3眠4眠5眠

蛾画號 親 醸瀬 薦 ド理論比癬 τ ～「 εン・癖 丁'τ 碗 郵 ド論/・
数数数 ・

3833m254眠x3眠40441435241:14=133十7±5.541.26458-一 ・17±7.572.2533十10土5.541.81

3833m263眠 ×4眠4273973741:11:423-19±4.684.06257十16±8.961.7994十3±8.370.36

3835m224眠 ×3眠47277984221:11:426十21士4.974.23290-13±9.521.37106--8士8.900.90

3835m233眠 ・<4眠39216813361:11:421十18=ヒ4。444.05231-15士8.501.7684--3士7.940.38

言ヒ130120731916561:12:3104十26±9.852.641242-35士17.621.99310十9士15.880.57

註3833m25及 び3m26は2823m27よv),3835m22及 び5m23は3825m6よ り由 來 す 。



第42表 も大体 第40表 及び 第41表 と同じ傾 向を示 し,一一腎F,の311民 と4眠 とは 同一 因子

型 であ ることが確 められ た 。

第43表F,;(第40表 の3眠 次 代)"10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3843mll3833m2117800178

F、個体 からの3眠 次代は第43表 の如 く1蛾区 であつたが4眠 のみであつた。

第44表F。(漿40表 の4眠 次 代)10月 飼 育

蛾 囁 番 號 親3眠4眠5眠 計

3843m123833m2103820382

3843m13"024586331

3843m14"82810289

F、個体 からの4眠 次代は第44表 の如 く1蛾区 は4眠 と5眠 とを3:1に 分離 し,他 の1蛾

区は大部分4眠 で3眠 を少 し分離 し,他 の1蛾区 は4眠 のみであつた。

第45表Fs(第40表 の5眠 次 代'10月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3843m153833m210188241429

3843m16"00426426

3843m17"OQ311311

F、個体 か らの5眠 次代 は1蛾区 が4眠 と5眠 とを略1:1に 分 離 し,他 の2蛾区 は5眠 の み

であつた 。

第46表 戻 交 雑(F13眠X5m'1)8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3833m27F,3眠 ×5m/1(3823m27)1220199420

3835m24F13眠 ×5m/1(3825m6)0228216444

言i'1448415864

第46表 の如 く戻交雑では4眠 と5眠 とを略1:1に 分離 した 。1蛾区 は3眠 を1頭 分離 した。

第 ◎47表 戻 交 雑(F14眠 ×5m'1)8～9月 飼 育

蛾区 番 號 親3眠4眠5眠 計

3833m28F14眠 ×5m/1(3823m27)2238234474

3835m25F14眠 ×5m,1(3825m6)5151147303

言七67389381777



F,4眠 に戻交雑をした 結果は第47表 の如 く大体 第46表 と同様の 傾向を示 した。これから

もF,個体 の3眠 と4眠 とは同一因子型を有 してゐた ことを証明 してゐる。

2・ 因 子 的 解説

第48表3眠 及び5眠 の因子価値 並に其のF1及 びF2の 因子価値

『

種 類 隔 子障 値睡 形刻 雌比隙

M3M3E"E駆1803眠1イ

3m,3M3MシE"E霧'1503眠2ロ

親M3/M"EyE3/1203眠1ノ ・

5m,1M5M5PE5505眠 一 一

(イ)×5m'1M3M5E3'E51153眠 一1

M3M5E卸E51153眠1
F1(ロ)x5m,12

M"M5E"E5854眠1

(ハ)×5m,1M3'M5E"E5854眠 一3

M"M3'E影E"1203眠1A

M3'M3'E卸E5105不 安 定2B

M"MシE5E5904眠1C

M"M5E"E駆100不 安 定2D

F2M"M5E3/E5854眠4E

M3/M5E5E5704眠2F

M5M5E3/E3,804眠1G

M5M5E31E565不 安 定2H

M5M5E5E5505眠11

既 に記 した如 く3m/3の 系 統は3種 類の個体 を含む 故F、 も3種 類の個体 が考 へ られ る 。

第48表F,に 於 て(1)は3眠 のみ,(2)は3眠 と4眠 とを1・1,(3)は4眠 の みを生ず る。然 る

に實際3眠 と4眠 との比 は1:1・5で あつた 。これ はFrの(2)の変 形 とも考 へ られ るが・これ

に よる とF、 の結 果 を説 明するこ とが 出來 ない 。何 故な ら既述 の如 くF,の 表型 は各蛾旺一一種

類であ ること及びF,よ りの3眠 も4眠 も略 同様の分離iを示 したか らであ る・從つ てF、 は(3)

の 如 き場合で あつた と考 へねばな らぬ 。然 るに(3)の 場 合であれば全部4眠 しなければ な らな



い。それ に も拘 らず實際 は3眠 を分離 してゐる。鼓 に於て も亦変 更因 子の存在 を假定 する必要

が起る 。即 ち3.眠 と5眠 とか ら眠性価 値 を高 める変 更因子 を持 ち合 ひ,た めにFtの4眠 すべ

きものが 多少3眠 した と考へ るのが愛當 であ る。假令F、(3)の個体 の 因子価値(85)を 高 め

て(例 へば95～105と す る)眠 形質 不安雄 と して説明 出來た と して も,そ の時はF、 の結果 を

説明するこ とが 出來ないか らであ る。勿論飼育時期 の 影響 も 考慮 され るが環境の みでは説 明

し難い 。

F,個体 は4蛾区 共略 同様の分離 を示 した 。從つて 親 に用ひた3眠蚕 は殆 ど同一の 因子型 で

なければ な らぬ 。これ は第35表 の時 に述べた如 く3m!3の2蛾 混合育の 内1蛾 は(ハ)×(ハ)

(第35表 参 照)で 他の1蛾 は(・)×(ロ)か,(ハ)×(ハ)か,(ロ)×(ハ)で ある ことを推 定

した所以 である 。然 る時は3m,3の 系 統 は第48表F・ の(3)の 如 き 因子型 を 多 く含み實験

と略 一致 す る。

F、 はFr3眠 相 互 もF、4眠 相互 も叉F、3眠 ×F、4眠 も殆 ど同様 に3眠,4眠 及 び5眠 を

1=11:4に 分 離 した 。 これ既 に推定 した如 くF、 に分 離 した3眠 と4眠 とは同一因子型 を有 し

て ゐた ことが考へ られ る。而 して理 論比 も第48表 の如 く大体 一致 する。

F、個体 の3眠 次代 のF3は 総 て3眠 であつた 。これ は恐 ら く第48表F・ のAの 如 き相互

交雑 と考へ られ る・

F、 個体の4眠 次代のF,は1蛾区 が4眠 と5眠 とを略3・1に 分離 し他 の1蛾区 が4眠 の み

を,他 の1蛾区 は3眠 を少 し分離 した 。第48表 のF、 に於て4眠 とな る 可能性の ある ものは

B,C,D,E,F,G及 びHで あつてF3は 此の 組合せ を 第49表 の如 く28通 り生ずるわけ で

あ る。即 ち非常に複雑 であつて多激の蛾区 を飼育 して見なけれ ば共 の結果は判 明 しない。小倉

博 士の結果 を見て もF,が 非常 に不 規則 な分 離 を してゐ るの も,此 の結果 に よるの であ ら う。

叉 田中博士が曾 て(!16)眠 性 はF、 迄 は メンデル 性遺傳 を示す も,F3以 後 は不規則 となつ て

一定の比 が見 られ ない と書はれたの も,是 に依 るの ではあるまいか 。

F、個体 の5眠 次代 のF3は1蛾区 が4眠 と5眠 とを略1・1に 他 は5眠 の みであつた 。これ

は第48表 のF、 のHと1と が5眠 にな る可能性が あ り,H×1の 場合が大約4眠 と5眠 とを

1:1に 分 離 し,1×1の 場合は総て5眠 とな り實験 と大体 一致す る。

3m!3の 系統 が第48表F,の(3)の 場 合 であつ た とすれば,#:の 戻 交雑 は第50表 の如 く

なる。實験結果はF、(3眠)×5m!1もF、(4眠)×5mi1も 略 同様 に411民 と5眠 とを1:1

に分 離 し他に3眠 を少数 分離 した 。之等は大体 實験 と 一致 してゐ る。3眠蚕 を多少分離 したの



は前にも述べた様に変更因子によるのであ らう。

第49表F3の'因 子価値

・種類123456789

B  x B 1(120) 2 (105) 1 (90) - - - - - -

                                   B x C 1 (105) 1 (90) - - - - - - -

                                                B x D 1 (120) 1(105) 1(100) 1 (85) - - - - -

                                                            B x E 1 (120) 2 (105) 1 (100) 1 (90) 2 (85) 1 (70) - - -

                                             B x F 1 (105) 1 (90) 1 (85) 1(70) - - - - -

                                   B x G 1 (100) 1 (85) - - - - - - -

                                        B x H 1(100) 2 (85) 1 (70) - - - - - -

                             C x C 1 (90) -- - - - - - -

                                   C x D 1(105) 1 (85) - - - - - - - 

C x E 1 (105) 1 (90) 1 (85) 1 (70) - - - - -

                                  C x F 1 (90) 1 (70) - - - - - - -

                            C x G 1 (85) -- - - - - - -

C x H 1 (85) 1 (70) - - - - - - - 

D x D 1 (120) 2 (100) 1 (80) - - - - - -

                                                            D x E 1(120) 1 (105) 2 (100) 2 (85) 1 (80) 1 (65) - - -

                                          D x F 1 (105) 2 (85) 1 (65) - - - - - - -

                                   D x G 1(100) 1 (80) - - - - - - -

                                               D x H 1 (100) 1 (85) 1 (80) 1 (65) - - - - -

                                                          E x E 1 (120) 1 (105) 2 (100) 1 (90) 4 (85) 1(80) 2 (70) 2 (65) 1(50) 

E x F 1 (105) 1 (90) 2 (85) 2 (70) 1 (65) 1 (50) - - -

                                               E x G 1 (100) 1 (85) 1 (80) 1 (65) - - - - -

                                                          E x H 1 (100) 2 (85) 1 (80) 1(70) 1 (65) 1 (50) - - -

                                         F x N' 1 (93) 2 (70) 1 (50) - - - - - -

                                    F x G 1 (85) 1 (65) - . - - - - - -

                                             F x H 1 (85) 1 (70) 1 (65) 1 (50) - - - - -

                             G x G 1 (80) -- - - - - - -

                                  G x H 1 (80) 1 (65) - - - - - - -

                                         H x H 1 (80 ) 2 (65) 1 (50) - - - - - -

註 括弧内が因子価値,括 弧前の数字は其の頻度



第50表 戻 交 雑

種 類 因 子 債1直 眠 形 質個体 比

Fl3眠 及 びF14眠 ×5m/1

M3/MSE7'!E5854眠1

M3!M「 ・E「)Er,704眠1

M'・M5E3/E「'65不 安 定1

M「)M5E;ES505眠1

IV.結 論

家蚕 に於ける眠性の遺傳に關 しては二つの説がある。一つは小倉博士の唱ふる単因子 説であ

り,他 は中村技師の主張する二対 同義因子論である。小倉博士は眠性因子T3,T4及 びT5と

肉色繭因子Fと の間に聯關を発見 し,単因子 説の有力なる根拠 とした。更に同博士は変更因

子を假定 して眠性の複雑性を説いた ・中村技師は3眠 と5眠 とのF、に於ては3眠,4眠 及び5

眠を両因子雑種比に分離する所から眠性は二因子 によるものな りと推定 した。筆者が 川中教

授より本實験のテーマを戴いたの も共の異論を解かんがためであつた。

實験によれば中村技師の結果と同様3眠 と5眠 とのF、 は3眠,4眠 及び5眠 を必ず両因子

難種比に分離 したのである。これに依つて 眠性は二因子によつて 支配 されてゐることが 考へ

られるわけである。然 らば 小倉博士の 眠性因子と肉色繭因子 との 聯關を如何に説明 すべ き

か。筆者は第1報 に於て眠性は脱皮並に変態両 ホルモンによつて支配されること,叉変 態ホル

モン因子は小倉博士の眠性因子に,中 村技師の抑制質に匹敵 し,腕 皮ホルモン因子はrP村技師

の眠性因子に相當することをも記述 した。そして 叉変態 ホルモンは変態を促進する方向に,

脆皮ホルモンは変態を抑制する方向に働 くことも既に述べた所である。これに依れば小倉博士

の 眠性因子と肉色繭因子との聯關 も容易に論明が出來る。そ して変 態 ホルモン因子は肉色繭

因子Fに 聯關があ り,脱 皮 ホルモン因子は夫等 と無關係にあるとするのである。之に從つて

眠性因子と肉色繭因子との聯關々係を説明 すれば次の如 くである。

今3眠蚕 として3m/2,4眠蚕 として4m!1を 取つて考へる。

第51表(3眠 肉色繭 ×4眠 非肉色繭)F1♀ ×4眠 非肉色繭 δ

 M3F/M'f•E3/E' 9 x M4f/M'f•E'/E' 6

雌の配偶子

雄の配偶子
M肇f・E4

因 子価値

形 質

 M3  F  •  El M3 F • E4 M4 f • E3 M4 f • E4 

M3E/M4f • E3/E` M3F/M4f • E4/E4 M4f/M4f • E3/E4 M4f/M4f • E4IE4 

 1251209080

3眠 肉 色 繭4眠 非 肉 色 繭



第52表4眠 非肉色繭 ♀×(3眠 肉色繭 ×4眠非肉色繭)F16

 M4f/M4f•E4/E' c xM,F/M4f•Ez/E4 6

雄の配偶子

雌の配偶子
M,f・El

因 子 儂 値

形 質

非 交 叉 型 交 叉 型

 M3F • E3 M3F • E4 M4f • E; M4f • E' MI • E3 M3f • E' MT • E3 M4F • E' 

M'F/M4f M3F/M4f M4f/M4f M'f/M4f M4f/M4f M3f/M'f M'F/M4f M4F/M4f 
E3/E4 E'/E' E3/E4 E'/E' E3/E4 E4/E' E3/E' E'/E' 

 125 120 90 80 125 120 90 80

3眠 肉 色 繭4眠 非 肉 色 繭3眠 非 肉 色 繭4眠 肉 色 繭

同様に して41民 と5眠 との交雑結果 も説明することが出來る。

小倉博士は眠性を説明 するに主因子T3,T4及 びT5の 外に変 更因子を假定 された。筆者 も

此の変更因子を認めねばならぬ事實に 屡遭遇 した。そ して之は単なる 環境でないことも考へ

られた。從つて 眠性なるものは遺傳的には 脱皮並に変態両 ホルモン因子なる 主因子と之を左

右する変 更因子とによつて定まる。而 して変態 ホルモン因子は肉色繭因子 と聯關を してゐる

ことの假定によつて眠性なるもの 、遺傳現象は説明 されると思ふ。

第2圖 各品種と脱皮並に憂態雨ホル毛ン因子の償値

・・……・脱皮ホルモン因子の価値

愛態ホルモン因子の価値 よ吐脆皮ホル毛ン周子の価値 を減 じすご債



叉眠性は品種的に大いに差異を有する。小倉博士及び中村技師の結果 と筆者の夫 とが同じ 眠

形質を用ひたにも拘 らず 時々違つた分離比を示 したのは供用せる品種の眠性価値 が 異るから

だと思ふ。筆者の用ひた眠性形質 と共の価値 は遺傳學的關係より第2圖 の如 く考へられ る。

從つて各品種の眠性慣値は第3圖 の如 くなる。

第3圖 各品種 と 眠 性価値

世の多 くの學者は の論を以て量的論 と云ひ,之 に反す

る説を質的論 と呼ぶ。筆者は の説を箪に量的説 として取

扱ふ人に 賛成出來ない。何故なら氏は大い に 質的をも考慮 してゐるからである。それは間性

の問題に於て も判る様に雌雄の因子作用を全然相反する方向に働かせて説明 してゐるからであ

る。叉筆者の脱皮 ホルモンと変態ホルモンの作用も量的に差異があるとするよりは質的に相違

すると云ふ点に於て,安 當性を持つか らである。即ち筆者の眠性解設は量的説明 であると同時

に質的説明である℃ とを明示 したいからである。

GOLDSCHMIDT

(Qualitative  theory)

(Quantative theory)

GOIDSCHMIDT

V.摘 要

1・ 眠性の遺傳現象は3眠>4眠>5眠 の關係に孝》り,3眠 と4眠 とのF、 は3眠 ,と4眠 と

を3;1に,4眠 と511民とのF、 も4眠 と5眠 とを3:1に,3眠 と5眠 とのF,は3眠 と4眠 と

5眠 とを両因子雑種比の変型に示す。

2.眠 性は品種的に共の強さを異に し弱種の3眠蚕 は上述(1)の 如き典型的分離を示さず種

々の異常分離比を示す。從つて後代に於て共の複雑性を増加する。

3.眠 性遺傳は遺傳的には晩皮 ホルモン因子と変態ホルモン因子なる二種の主因子 と之を左

右する変更因子との假定により説明される。而 して変態ホルモン因子は肉色繭因子と聯關があ

るもの と考へ られ る。

4.脱 皮並に変態両 ホルモン因子は量的価値 を異に し,然 も相拮抗的に働 くものと考へられ

る。即ち眠性遺傳は量的並に質的差異によつて説明 され る。

文 献

第1報 に記 した故省 く。



STUDIES ON THE MOULTING CHARACTER IN THE SILKWORM 

               (BOMBYX  MORI) 

 II. GENETICAL STUDIES ON THE MOULTING CHARACTER

(Resume)

Seiziro MOROHOSI

Sericultural Laboratory, Department of Agriculture, kyusyu Imperial University, Hukuoka

   In regards to the inheritance of the moulting character, two theories 
have been advocated hitherto. One is the multiple-allelomorphic theory of 

OGURA ('32, '33), the other being the theory of duplicate factors of NAKA-

MURA ('32). By suggestion of Prof. Dr. Y. TANAKA the present work has been 

undertaken by the author, and 'the following results have been obtained. 
   1. The dominant relation of the moulting characters may be represented 

as three-moulter > four-moulter > five-moulter. The crossing of three- and 

four-moulters as well as that of four- and five-moulters give a monohybrid-
ratio in F2, while the crossing of three- and five-moulters resulted in some 

dihybrid types. . 
   2. Each race has a specific potential value for the moulting and 

metamorphosing factors. This is why three-moulters having weak potential 

values display often abnormal segregating ratios on moulting characters. 

   3. The moulting character is genetically determined by two major 
factors, the moulting factor having a minus potential value for pupation 

and the metamorphosing factors having a plus potential. Besides there are 

some modifying factors influencing these major factors. The metamorphosing 

factor is likely to be linked with a cocoon-colour factor (F).


